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東
京
大
学
教
授

松
里
公
孝

カ
ラ
バ
フ
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
、
南
オ
セ
チ
ア
、
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
。

旧
ソ
連
圏
で
生
じ
た
分
離
紛
争
に
対
し
て
国
際
社
会
は
、

民
族
自
決
を
尊
重
し
つ
つ
、
国
境
線
の
変
更
を
回
避
す
る
解
決
策
を
探
っ
た
。

そ
の
両
立
は
難
し
く
、
現
状
は
解
決
か
ら
は
程
遠
い
。

し
か
し
分
離
紛
争
の
放
置
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ま
つ
ざ
と　

き
み
た
か　
一
九
九
六
年
東
京

大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
博
士
号

取
得
。
北
海
道
大
学
教
授
な
ど
を
経
て
現

職
。
専
門
は
ロ
シ
ア
史
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
な
ど

旧
ソ
連
圏
の
政
治
。
著
書
に
『
ポ
ス
ト
社
会

主
義
の
政
治
』
な
ど
。

旧
ソ
連
圏
の
分
離
紛
争

そ
の
歴
史
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
へ
の
射
程

2020 年 9月からの第二次カラバ
フ戦争はアゼルバイジャン側が勝
利し、カラバフは占領地と旧自治
州の一部を失った。写真は2020
年12月、勝利を喜ぶアゼルバイ
ジャン国民（AP／アフロ）
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ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ー
チ
ン
露
大
統
領
が
、「
ド
ン
バ
ス
の
二
共

和
国
の
保
護
」
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
口
実
に
し
た
こ
と
か
ら
、
国

際
社
会
が
分
離
紛
争
を
放
っ
て
お
く
こ
と
の
危
険
性
が
再
び
痛
感
さ

れ
て
い
る
。
ド
ン
バ
ス
の
二
共
和
国
と
は
、
二
〇
一
四
年
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
ユ
ー
ロ
マ
イ
ダ
ン
革
命
を
不
服
と
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の

分
離
を
宣
言
し
た
ド
ネ
ツ
ク
人
民
共
和
国
、
ル
ガ
ン
ス
ク
人
民
共
和

国
で
あ
る
。

　

旧
ソ
連
に
お
け
る
分
離
紛
争
に
は
二
つ
の
波
が
あ
っ
た
。
第
一

は
、
ソ
連
末
期
に
お
け
る
自
治
単
位
（
自
治
共
和
国
、
自
治
州
な
ど
）

の
分
離
運
動
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
カ
ラ
バ
フ
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
、
南

オ
セ
チ
ア
、
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
が
戦
争
に
ま
で
至
っ
た
。
第
二
は
、

一
四
年
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ユ
ー
ロ
マ
イ
ダ
ン
革
命
へ
の
反
抗
と
し
て

起
こ
っ
た
。
ク
リ
ミ
ア
の
ロ
シ
ア
へ
の
併
合
も
、
広
義
の
分
離
紛
争

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

ソ
連
末
期
の
分
離
運
動
は
、
ソ
連
か
ら
独
立
し
よ
う
と
し
た
の
で

は
な
い
。
自
分
の
「
親
」
で
あ
る
連
邦
構
成
共
和
国
、
ア
ゼ
ル
バ
イ

ジ
ャ
ン
、
グ
ル
ジ
ア
（
現
ジ
ョ
ー
ジ
ア
）、
モ
ル
ド
バ
か
ら
分
離
し

よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
親
共
和
国
が
ソ
連
か
ら
の
離
脱
傾

向
を
強
め
た
の
に
対
し
て
、「
出
て
い
き
た
い
な
ら
、
ど
う
ぞ
ご
自

由
に
。
私
た
ち
は
ソ
連
に
残
り
た
い
」
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
こ
れ
ら
の
運
動
の
本
質
は
ソ
連
残
留
運
動
だ
っ
た
。
ソ
連
が

一
気
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、こ
れ
ら
旧
自
治
単
位
は
迷
子（
非

承
認
国
家
）
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

国
境
線
不
変
更
原
則
と
民
族
自
決
権
の
相
克

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
世
界
で
は
、
大
戦
の
反
省
か
ら
、
既
存
の

主
権
国
家
を
特
権
化
し
、
国
境
線
の
変
更
や
新
国
家
の
誕
生
を
極
度

に
警
戒
す
る
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
主
義
が
支
配
的
に
な
っ
た
。
既
存

国
家
の
特
権
化
は
、
一
九
七
五
年
、
欧
州
安
全
保
障
協
力
会
議
（
C

Ｓ
Ｃ
Ｅ
）
ヘ
ル
シ
ン
キ
会
議
最
終
文
書
中
の
国
境
線
不
変
更
の
原
則

に
結
実
し
た
。
国
際
連
合
は
承
認
国
家
の
み
で
構
成
さ
れ
る
組
織
で

あ
る
か
ら
、
分
離
紛
争
が
起
こ
っ
た
際
に
は
親
国
家
側
の
肩
を
持
つ

傾
向
が
強
く
、
紛
争
両
当
事
者
の
信
頼
を
得
て
紛
争
を
調
停
す
る
能

力
は
あ
ま
り
な
い
。
欧
州
安
全
保
障
協
力
機
構
（
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）
の
よ

う
な
、
よ
り
中
立
的
な
国
際
組
織
が
求
め
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
、
ソ
連
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ

ア
の
よ
う
な
多
民
族
国
家
が
解
体
し
た
場
合
に
、
そ
の
跡
地
に
ど
の

よ
う
な
新
国
家
を
認
め
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、国
際
法
上
は
、

民
族
自
決
権
とuti possidetis juris

（
旧
国
家
の
行
政
境
界
線
が

新
国
家
の
国
境
に
転
化
す
る
）
の
二
つ
の
解
決
法
が
あ
る
。
戦
間
期

東
欧
に
お
け
る
民
族
自
決
権
の
推
奨
が
多
数
の
領
土
紛
争
を
生
み
、

ナ
チ
ス
の
台
頭
を
許
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
へ
の
反
省
か
ら
、
戦
後
は
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uti possidetis juris

が
支
配
的
な
法
理
と
な
っ
た
。
そ
こ
か
ら
、

ソ
連
や
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
解
体
後
に
新
独
立
国
家
と
し
て
認
め
ら

れ
る
の
は
旧
連
邦
構
成
共
和
国
（
最
上
級
の
行
政
単
位
）
の
み
で
あ

り
、
自
治
共
和
国
や
自
治
州
の
独
立
は
認
め
な
い
と
い
う
原
則
が
生

ま
れ
た
。

　

し
か
し
こ
の
原
則
は
、
二
〇
〇
八
年
以
後
、
米
国
を
先
頭
に
、
日

本
も
含
む
一
〇
〇
近
い
国
が
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
に
お
い
て
セ
ル

ビ
ア
共
和
国
内
の
自
治
州
に
過
ぎ
な
か
っ
た
コ
ソ
ボ
の
独
立
承
認
に

踏
み
切
っ
た
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
遵
守
が
難
し
い

も
の
で
あ
る
。
民
族
自
決
権
を
推
奨
す
れ
ば
民
族
紛
争
を
激
化
さ
せ

て
し
ま
う
よ
う
に
、uti possidetis juris
を
教
条
主
義
的
に
適
用

し
て
も
、
同
じ
結
果
を
生
む
の
で
あ
る
。

権
力
分
割
方
式
か「
和
平
の
た
め
の
土
地
割
譲
」か

　
「
何
と
か
分
離
政
体
を
慰
撫
し
て
親
国
家
に
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
国
境
線
は
変
え
た
く
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
、
国
連
や
Ｏ
Ｓ
Ｃ

Ｅ
が
伝
統
的
に
追
求
し
て
き
た
の
は
、「
分
離
政
体
が
自
主
解
散
し

て
親
国
家
に
戻
る
代
わ
り
に
、
親
国
家
が
連
邦
化
し
て
分
離
地
域

に
領
域
自
治
を
与
え
る
」
と
い
う
権
力
分
割
方
式
で
あ
る
。
し
か

し
、
ポ
ス
ト
社
会
主
義
の
紛
争
に
お
い
て
、
こ
の
方
式
が
辛
う
じ
て

成
功
し
た
の
は
、
デ
イ
ト
ン
合
意
（
一
九
九
五
年
）
に
よ
る
ボ
ス
ニ

ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
の
再
興
く
ら
い
で
あ
る
。
こ
の
国
家
連
合

（confederation

）
も
脆
弱
な
も
の
で
あ
る
。

　

一
見
意
外
な
歴
史
的
パ
ラ
レ
ル
で
あ
る
が
、
権
力
分
割
方
式
の
成

功
例
は
、
ソ
連
建
国
過
程
に
見
ら
れ
た
。
ソ
ビ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
の
中

央
政
権
は
、
ソ
ビ
エ
ト
・
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
ソ
ビ
エ
ト
・
グ
ル

ジ
ア
が
前
政
権
（
非
共
産
主
義
政
権
）
か
ら
引
き
継
い
だ
カ
ラ
バ
フ
、

ア
ブ
ハ
ジ
ア
、
南
オ
セ
チ
ア
の
実
効
支
配
を
承
認
す
る
代
わ
り
に
、

そ
れ
ら
紛
争
地
域
に
自
治
共
和
国
、
自
治
州
な
ど
の
領
域
自
治
を
与

え
る
こ
と
を
義
務
付
け
た
。

　

当
時
の
ボ
リ
シ
ェ
ビ
キ
と
今
日
の
国
際
機
関
の
政
策
の
類
似
性
は

偶
然
で
は
な
い
。
ボ
リ
シ
ェ
ビ
キ
は
、
民
族
自
決
権
を
高
ら
か
に
掲

げ
な
が
ら
、
本
音
で
は
、
自
分
が
継
承
し
た
ロ
シ
ア
帝
国
の
領
土
を

縮
小
し
た
く
な
か
っ
た
。
今
日
の
国
際
機
関
は
、
民
族
自
決
権
に
も

目
配
り
し
な
が
ら
、
既
存
の
国
境
線
は
変
え
た
く
な
い
。
だ
か
ら
い

ず
れ
も
権
力
分
割
方
式
を
追
求
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
か
つ
て
の
ボ
リ
シ
ェ
ビ
キ
ほ
ど
に
は
、
今
日
の
国
際
機

関
は
権
力
分
割
方
式
を
う
ま
く
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ボ
リ

シ
ェ
ビ
キ
政
権
は
、
地
方
政
権
が
約
束
し
た
こ
と
は
守
ら
せ
る
だ
け

の
仮
借
な
さ
と
強
制
力
を
持
っ
て
い
た
。
今
日
の
国
際
機
関
に
は
そ

れ
が
な
い
。
親
国
家
が
紛
争
地
域
へ
の
領
域
自
治
の
付
与
を
約
束
し

た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
守
ら
れ
る
保
証
は
な
い
。
分
離
政
体
の
側
と



ウクライナ侵攻の衝撃波

71

し
て
は
、
武
力
放
棄
・
自
主
解
散
し
た
後
に
、
約
束
を
破
ら
れ
て
は

た
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
い
わ
ゆ
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
問

題
で
あ
る
。

　

権
力
分
割
方
式
が
成
果
を
上
げ
な
い
の
で
、
分
離
政
体
が
自
分
で

実
効
支
配
し
て
い
る
領
域
の
一
部
を
親
国
家
に
捧
げ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
代
償
に
独
立
を
認
め
て
も
ら
うland-for-peace

（
和
平

の
た
め
の
土
地
割
譲
）
方
式
が
考
案
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
権
力

分
割
方
式
と
違
い
、
こ
の
場
合
は
国
境
線
は
変
更
さ
れ
る
。

　

キ
プ
ロ
ス
紛
争
に
対
す
る
二
〇
〇
四
年
の
コ
フ
ィ
ー
・
ア
ナ
ン
国

連
事
務
総
長
の
提
案
、
パ
レ
ス
チ
ナ
紛
争
に
対
す
る
二
〇
年
一
月
の

ト
ラ
ン
プ
米
政
権
の
「
平
和
と
繁
栄
プ
ラ
ン
」、
二
一
年
の
北
コ
ソ

ボ
で
の
紛
争
激
化
の
中
で
浮
上
し
た
、
コ
ソ
ボ
が
北
部
を
セ
ル
ビ

ア
に
割
譲
す
る
代
わ
り
に
独
立
を
承
認
さ
せ
る
案
な
ど
、land-for-

peace

方
式
が
次
第
に
優
勢
に
な
っ
て
き
た
。

　

エ
イ
キ
・
ベ
ル
グ
と
シ
ュ
ペ
ン
ド
・
ク
ル
サ
ニ
の
近
著
（Eiki 

Berg and Shpend K
ursani, D

e Facto States and Land-
for-Peace A

greem
ents: T

erritory and Recognition at 
O

dds?  London
:  Routledge, 2022

）
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
、
コ
ソ

ボ
、
カ
ラ
バ
フ
、
北
キ
プ
ロ
ス
の
四
紛
争
の
実
証
研
究
に
基
づ
い
て

land-for-peace

の
可
能
性
を
探
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
ベ
ル
グ
と

ク
ル
サ
ニ
は
、land-for-peace

の
実
行
を
困
難
に
す
る
諸
条
件
に

つ
い
て
も
詳
述
し
て
お
り
、
こ
の
本
は
単
純
な
政
策
提
言
本
で
は
な

い
。
両
著
者
は
、
現
に
起
こ
っ
て
い
る
紛
争
に
対
し
、
国
際
組
織
や

関
与
国
は
、
既
存
国
家
の
領
土
保
全
や
国
境
不
変
更
の
よ
う
な
抽
象

的
な
命
題
を
教
条
的
に
適
用
す
る
の
で
は
な
く
、「
人
命
の
犠
牲
を

最
小
限
に
抑
え
て
長
期
的
停
戦
に
持
ち
込
む
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
」
と
い
う
観
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

land-for-peace

の
成
立
条
件
と
は

　

land-for-peace

方
式
は
、
独
立
承
認
を
得
る
た
め
に
非
承
認
国

家
が
旧
宗
主
国
に
捧
げ
る
こ
と
が
で
き
る
実
効
支
配
地
が
な
い
と
成

り
立
た
な
い
。
ソ
連
末
期
に
発
生
し
た
四
つ
の
分
離
紛
争
に
つ
い
て

そ
れ
を
検
討
し
よ
う
。

　

カ
ラ
バ
フ
武
装
勢
力
は
、
カ
ラ
バ
フ
戦
争
の
後
期
（
一
九
九
三
～

九
四
年
）
に
旧
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
の
領
域
を
大
き
く
超
え
て
、
そ
の

約
二
倍
の
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
内
地
を
占
領
し
て
し
ま
っ
た
。
九
三

年
の
ア
ブ
ハ
ジ
ア
や
、
二
〇
〇
八
年
の
南
オ
セ
チ
ア
が
そ
う
だ
っ
た

よ
う
に
、
旧
ソ
連
の
分
離
紛
争
は
、
分
離
政
体
が
ソ
連
時
代
の
自
治

領
域
を
回
復
し
た
と
こ
ろ
で
普
通
は
終
わ
る
。
分
離
勢
力
は
、
た
と

え
軍
事
的
な
好
条
件
が
あ
っ
て
も
、
か
つ
て
の
親
共
和
国
の
内
地
に

ま
で
攻
め
込
む
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。
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カ
ラ
バ
フ
武
装
勢
力
の
行
動
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
指
導
部
の
反
対
を

押
し
切
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
、
旧
ソ
連
で
は
例
外
的
な
掟
破
り
で

あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
カ
ラ
バ
フ
は
取
引
材
料
に
で
き
る
広
大

な
占
領
地
を
獲
得
し
た
。
そ
の
結
果
、
カ
ラ
バ
フ
紛
争
はland-for-

peace

方
式
が
一
九
九
〇
年
代
か
ら
追
求
さ
れ
た
先
行
例
に
な
っ

た
。

　

南
オ
セ
チ
ア
は
、ダ
ゴ
ム
ィ
ス
停
戦
条
約
（
一
九
九
二
年
）
に
よ
っ

て
、「
グ
ル
ジ
ア
人
居
住
地
は
グ
ル
ジ
ア
政
府
の
支
配
地
域
、
オ
セ

チ
ア
人
居
住
地
は
南
オ
セ
チ
ア
政
府
の
支
配
地
域
」
と
き
れ
い
に
分

け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
取
引
材
料
に
な
る
よ
う
な
実
効
支
配
地

は
最
初
か
ら
な
か
っ
た
。

　

ア
ブ
ハ
ジ
ア
は
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
戦
争
の
結
果
、
旧
自
治
共
和
国
領

域
を
回
復
し
た
が
、
そ
れ
は
、
グ
ル
ジ
ア
民
族
の
支
族
と
み
な
さ
れ

る
メ
グ
レ
リ
人
が
居
住
す
る
ガ
リ
郡
（
ア
ブ
ハ
ジ
ア
南
東
部
）
を
含

ん
で
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
が
グ
ル
ジ
ア
に
ガ
リ
郡
を

捧
げ
る
こ
と
で
、land-for-peace

が
成
立
す
る
可
能
性
は
あ
っ
た
。

　

沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
に
と
っ
てland-for-peace

の
対
象
に
な
り

う
る
と
す
れ
ば
、
右
岸
に
あ
り
、
戦
間
期
に
ル
ー
マ
ニ
ア
に
属
し

て
い
た
ベ
ン
デ
ル
ィ
市
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
同
市
に
お
い
て
は
、

二
〇
〇
四
年
時
点
で
ロ
シ
ア
系
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
系
住
民
が
計
六
〇
％

を
超
え
て
お
り
、
ま
た
同
市
は
一
九
九
二
年
の
軍
事
紛
争
の
際
に
最

も
多
く
の
犠
牲
を
払
っ
て
い
る
の
で
、
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
国
家
の
正

統
性
の
観
点
か
ら
、
モ
ル
ド
バ
に
捧
げ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
カ
ラ
バ
フ
紛
争
と
ア
ブ
ハ
ジ
ア
紛
争
に
つ

い
て
は
、land-for-peace 

の
客
観
的
な
可
能
性
は
あ
っ
た
の
で
あ

る
。

「
悪
手
」
と
し
て
の
保
護
国
化

　

南
オ
セ
チ
ア
紛
争
と
ア
ブ
ハ
ジ
ア
紛
争
に
お
い
て
は
、
か
つ
て
の

親
共
和
国
（
グ
ル
ジ
ア
）
と
パ
ト
ロ
ン
国
家
（
ロ
シ
ア
）
の
双
方
が
、

南
オ
セ
チ
ア
と
ア
ブ
ハ
ジ
ア
を
同
じ
ひ
と
つ
の
皿
に
載
せ
て
か
ら
切

り
分
け
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
グ
ル
ジ
ア
代
表
団
は

ロ
シ
ア
代
表
団
に
対
し
て
、「
ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
北
部
・
中
央
部
は
お

前
た
ち
に
や
る
か
ら
、南
オ
セ
チ
ア
と
ガ
リ
郡
は
俺
た
ち
に
く
れ
よ
」

な
ど
と
持
ち
か
け
た
。
逆
も
ま
た
然
り
で
あ
っ
た
。

　

二
〇
〇
八
年
四
月
の
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
ブ
カ
レ

ス
ト
・
サ
ミ
ッ
ト
は
グ
ル
ジ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
将
来
的
な
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
加
盟
を
約
束
し
た
。
ロ
シ
ア
指
導
部
（
特
に
外
務
省
）
に
は
、

land-for-peace

に
よ
り
領
土
問
題
の
解
決
に
協
力
す
る
こ
と
で
、

グ
ル
ジ
ア
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
幻
想
が
あ
っ
た
。
〇
八
年
の
春
ご
ろ
ま
で
は
、
外
交
は
明
ら
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か
に
グ
ル
ジ
ア
に
有
利
に
展
開
し
て
い
た
。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
と
き
に
、
南
オ
セ
チ
ア
へ
の
軍
事
侵
攻
（
第
二

次
オ
セ
チ
ア
戦
争
）
と
い
う
冒
険
を
グ
ル
ジ
ア
の
ミ
ヘ
イ
ル
・
サ
ー

カ
シ
ビ
リ
大
統
領
が
選
ん
だ
の
か
は
、
研
究
史
上
の
論
争
点
と
な
っ

て
き
た
。
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
の
年
で
、
こ
の
問
題
が
政
治
化
し

て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
と
、
サ
ー
カ
シ
ビ
リ
が
前
年
一
一
月
の
首

都
ト
ビ
リ
シ
で
の
デ
モ
鎮
圧
以
来
の
支
持
率
低
下
に
苦
し
ん
で
い
た

と
い
う
両
国
の
国
内
的
な
要
因
が
大
き
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　

二
〇
〇
八
年
八
月
の
第
二
次
南
オ
セ
チ
ア
戦
争
の
後
、
ロ
シ
ア
軍

が
グ
ル
ジ
ア
内
地
（
上
カ
ル
ト
リ
県
）
を
一
時
的
に
占
領
し
た
こ
と

も
、そ
の
狙
い
が
研
究
史
上
の
謎
と
な
っ
て
い
る
。
筆
者
の
調
査
で
、

こ
の
短
い
占
領
期
に
、
ロ
シ
ア
の
ド
ミ
ト
リ
ー
・
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ

大
統
領
が
、「
今
度
こ
そ
国
家
連
合
案
を
グ
ル
ジ
ア
に
呑
ま
せ
る
か

ら
、
何
と
か
グ
ル
ジ
ア
に
戻
っ
て
く
れ
な
い
か
」
と
ア
ブ
ハ
ジ
ア
大

統
領
を
説
得
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く

同
じ
説
得
は
、
南
オ
セ
チ
ア
の
大
統
領
に
対
し
て
も
な
さ
れ
、
失
敗

し
て
い
た
だ
ろ
う
。

　

メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
が
、
こ
の
時
点
で
ア
ブ
ハ
ジ
ア
や
南
オ

セ
チ
ア
が
国
家
連
合
案
を
呑
む
と
考
え
て
い
た
と
す
れ
ば
、
な
ん
と

も
非
現
実
的
で
あ
る
が
、
両
国
の
承
認
、
事
実
上
の
保
護
国
化
と
い

う
外
交
上
の
悪
手
を
避
け
よ
う
と
必
死
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。本
来
は
、

ロシア

ウクライナ

アゼルバイジャン

グルジア
（ジョージア）

アルメニア

トルコ

黒海

カスピ海

ドンバス

沿ドニエストル

アブハジア

南オセチア

カラバフ

モルドバ

旧ソ連圏の主な分離紛争
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グ
ル
ジ
ア
で
サ
ー
カ
シ
ビ
リ
政
権
が
倒
れ
、「
グ
ル
ジ
ア
の
夢
」
政

権
が
成
立
し
た
時
点
で
、
ロ
シ
ア
と
グ
ル
ジ
ア
が
再
接
近
し
て
も
お

か
し
く
な
か
っ
た
が
、
ロ
シ
ア
が
分
離
政
体
を
承
認
し
た
た
め
、
両

国
間
の
敵
対
的
な
関
係
が
永
続
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

二
〇
二
二
年
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
戦
争
に
つ
い
て
も
、「
ド
ン
バ

ス
二
共
和
国
の
承
認
（
二
月
二
一
日
）
に
と
ど
め
る
」
と
い
う
選
択

肢
が
ロ
シ
ア
指
導
部
内
で
検
討
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
は
考
え
難

い
。
し
か
し
、「
承
認
す
れ
ば
、
い
ず
れ
に
せ
よ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の

関
係
は
修
復
不
能
に
な
る
の
で
、
そ
れ
な
ら
先
制
的
に
開
戦
し
て
し

ま
え
」
と
い
う
冒
険
主
義
が
勝
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

軍
事
的
解
決
は
回
避
で
き
た
か

　

カ
ラ
バ
フ
紛
争
は
、
取
引
材
料
に
な
る
広
大
な
占
領
地
の
存
在
に

も
か
か
わ
ら
ず
、land-for-peace

方
式
で
は
解
決
さ
れ
な
か
っ
た
。

和
平
案
の
字
句
は
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
ミ
ン
ス
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
リ
ス
ボ
ン
・

サ
ミ
ッ
ト（
一
九
九
六
年
）か
ら
マ
ド
リ
ー
ド
・
サ
ミ
ッ
ト（
二
〇
〇
七

年
）、
さ
ら
に
修
正
マ
ド
リ
ー
ド
原
則
へ
と
次
第
に
巧
緻
性
を
増
し

た
が
、「
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
は
カ
ラ
バ
フ
の
独
立
は
絶
対
に
認
め

な
い
、
カ
ラ
バ
フ
は
独
立
以
外
の
条
件
に
は
絶
対
に
同
意
し
な
い
」

と
い
う
根
本
矛
盾
は
解
決
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ア
ゼ
ル
バ

イ
ジ
ャ
ン
側
の
認
識
で
は
、
カ
ラ
バ
フ
は
分
離
政
体
で
も
非
承
認
国

家
で
も
な
く
、
単
な
る
ア
ル
メ
ニ
ア
に
よ
る
占
領
な
の
だ
か
ら
、
独

立
承
認
な
ど
と
い
う
選
択
肢
は
出
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。

　

交
渉
の
停
滞
自
体
は
紛
争
両
当
事
者
の
立
場
の
非
妥
協
性
か
ら
生

じ
た
も
の
だ
っ
た
が
、
ス
テ
ー
タ
ス
・
ク
オ
（
現
状
維
持
）
か
ら
利

益
を
得
て
い
た
の
は
カ
ラ
バ
フ
・
ア
ル
メ
ニ
ア
側
だ
っ
た
。
ロ
シ
ア

も
含
め
て
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
ミ
ン
ス
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
共
同
議
長
国
は
、
カ

ラ
バ
フ
・
ア
ル
メ
ニ
ア
側
へ
の
苛
立
ち
を
募
ら
せ
て
ゆ
く
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
孤
立
主
義
の
た
め
、
二
〇
一
七
年
以
降
、
シ
リ

ア
戦
争
は
、
ア
ス
タ
ナ
・
プ
ロ
セ
ス
（
ロ
シ
ア
、
ト
ル
コ
、
イ
ラ
ン

の
協
議
）
に
よ
り
管
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
シ
リ

ア
、
リ
ビ
ア
、
カ
ラ
バ
フ
の
三
紛
争
が
、
上
記
三
国
の
貸
借
関
係
で

動
く
よ
う
に
な
っ
た
。
一
時
は
ダ
マ
ス
カ
ス
を
占
領
す
る
勢
い
だ
っ

た
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派
が
イ
ド
リ
ブ
に
封
じ
込
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
は
、
ト
ル
コ
が
ロ
シ
ア
に
よ
り
多
く
譲
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
レ
ジ
ェ
ッ
プ
・
エ
ル
ド
ア
ン
大
統
領
は
、
カ
ラ
バ
フ
問

題
で
、
そ
の
代
償
を
プ
ー
チ
ン
に
求
め
る
よ
う
に
な
る
。

　

し
か
し
、
筆
者
の
観
察
で
は
、
極
端
に
ト
ル
コ
に
宥
和
的
な
の
は

ロ
シ
ア
の
大
統
領
府
で
あ
っ
て
、
同
国
の
国
防
省
、
外
務
省
、
特
務

機
関
な
ど
は
、
帝
政
以
来
の
ト
ル
コ
脅
威
論
を
抱
き
続
け
て
い
る
。

ア
ル
メ
ニ
ア
外
交
に
巻
き
返
す
余
地
は
大
い
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、

二
〇
一
八
年
の
ア
ル
メ
ニ
ア
四
月
革
命
に
よ
り
首
相
と
な
っ
た
ニ
コ
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ル
・
パ
シ
ニ
ャ
ン
は
、
外
交
や
カ
ラ
バ
フ
問
題
に
つ
い
て
無
知
で

あ
っ
た
。
こ
の
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
権
は
、
旧
政
権
に
近
い
と
み
な
さ

れ
て
い
た
ア
ル
メ
ニ
ア
軍
部
も
敵
視
し
て
、
ア
ル
メ
ニ
ア
の
国
防
力

を
す
っ
か
り
弱
め
て
し
ま
っ
た
。

　

二
〇
年
の
第
二
次
カ
ラ
バ
フ
戦
争
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
・
カ
ラ
バ
フ

側
の
完
敗
に
終
わ
り
、
カ
ラ
バ
フ
は
占
領
地
の
す
べ
て
と
旧
自
治
州

の
う
ち
南
部
二
郡
を
失
っ
た
。

　

ポ
ス
ト
・
ソ
連
の
分
離
紛
争
に
対
し
て
は
、権
力
分
割
（
連
邦
化
）、

land-for-peace

と
い
う
二
つ
の
解
決
法
が
浮
上
し
た
。land-for-

peace

は
よ
り
現
実
的
な
方
法
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
分
離
政
体

が
親
国
家
に
捧
げ
ら
れ
る
土
地
を
持
っ
て
い
な
い
と
成
り
立
た
な

い
。
カ
ラ
バ
フ
紛
争
と
ア
ブ
ハ
ジ
ア
・
南
オ
セ
チ
ア
紛
争
は
、
そ
の

条
件
を
満
た
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
紛
争
に
お
い
て
さ
え

land-for-peace

が
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
パ
ト
ロ
ン
国
家
に

よ
る
承
認
・
保
護
国
化
（
南
オ
セ
チ
ア
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
、
ド
ン
バ
ス

二
共
和
国
）、
親
国
家
に
よ
る
軍
事
的
征
服
（
カ
ラ
バ
フ
）
と
い
う
、

将
来
に
禍
根
を
残
す
「
解
決
」
が
な
さ
れ
た
。
い
ま
や
、
二
度
目
の

戦
争
を
経
験
せ
ず
、
一
九
九
〇
年
代
以
来
の
ス
テ
ー
タ
ス
・
ク
オ
が

継
続
し
て
い
る
の
は
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
紛
争
の
み
と
い
う
状
況
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

分
離
紛
争
は
、
分
離
政
体
の
側
は
独
立
以
外
の
条
件
に
は
同
意
せ

ず
、
親
国
家
の
側
は
独
立
だ
け
は
絶
対
に
認
め
な
い
と
い
う
根
本
対

立
を
抱
え
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
当
事
者
を
交
え
た

交
渉
で
は
解
決
が
難
し
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
も
た
も
た
し
て
い
る

う
ち
に
、
パ
ト
ロ
ン
国
家
に
よ
る
保
護
国
化
か
、
親
国
家
に
よ
る
軍

事
征
服
か
と
い
う
、
国
際
社
会
に
と
っ
て
は
不
幸
な
結
果
が
出
て
し

ま
う
。
私
見
だ
が
、
協
議
離
婚
が
難
し
い
場
合
に
は
調
停
離
婚
が
な

さ
れ
る
よ
う
に
、
国
際
司
法
的
な
方
法
を
取
り
、
当
事
者
に
は
従
っ

て
も
ら
う
し
か
な
い
。
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
、
結
局
、
保
護
国
化

ま
た
は
軍
事
的
征
服
に
行
き
つ
く
こ
と
に
な
る
。
●

2008 年第二次オセチア戦争で、南オセチアから自国に帰還
するロシア軍の戦車（ロイター／アフロ）




